
に
は

「
し
」
と
あ
る
が
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
将
模
駒
の
釈
文
と
解

説
は
、
増
川
宏

一
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
教
育
委
員
会

『富
山
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
Ｖ
Ｉ
水
橋
二
杉
遺

跡

・
願
海
寺
城
跡

・
北
代
遺
跡
―
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

（古
川
知
明
）

小
林
昌
二

・
戸
根
与
八
郎

・
相
沢

央
編

『新
潟
県
内
出
土
古
代
文
字
資
料
集
成
』

の
刊
行

本
書
は
、
新
潟
県
内
か
ら
出
土
し
た
古
代
文
字
資
料
の
集
成
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年

一
一
月
末
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
資
料
を
対
象
と
し
、
木
簡

一

四

一
点
、
漆
紙
文
書
四
点
、
墨
書
土
器
四
〇
六
六
点
、
文
字
瓦
六
〇
点
、

銅
印

一
点
の
合
計
四
二
七
二
点
を
掲
載
す
る
。
遺
跡

一
覧
表
、
文
字
資
料

一
覧

（墨
書
土
器
等

・
木
簡

・
漆
紙
文
書

・
銅
印
）
、
図
版
、
文
献

一
覧

表
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
遺
跡
報
告
書
を
参
照
し
や
す

く
配
慮
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
五
年
以
来
九
回
に
わ
た
つ
て
開
か
れ
て
き

た

「新
潟
墨
書
土
器
検
討
会
」
の
成
果
も
ふ
ま
え
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
新
潟
県
内
二

一
二
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
代
文
字
資
料
の
全
貌
を

一
冊
に
し
て
把
握
で
き
る
資
料
集
で
あ
る
。

Ａ
４
判
二
〇
七
頁

（う
ち
図
版
人
○
買
）、
二
〇
〇
四
年
二
月
刊
行

を任
価
二
〇
〇
〇
円

頒
布
の
お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

〒
九
五
〇
十
二

一
人

一　
新
潟
市
五
十
嵐
二
の
町
人
〇
五
〇
番
地

新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
小
林
昌
二
研
究
室
気
付

新
潟
墨
書
土
器
検
討
会

(1)赤外線写真
(部分)




